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実験レポート for JA1YZT／茨城県立太田第一高等学校 AMC 2019(平成 31).2.24

『ノイズブリッジ Z=R±jX測定器 の制作』

アンテナの Z＝ R± jXを測定したくて、ノイズブリッジを制作した。

動作原理(高校物理)：弛張(しちょう)発振器で広帯域に高周波ノイズを発生させて信号

源にホイートストンブリッジを組み、検流計代わりに受信機を、片方のブリッジに可変抵

抗器(VR)・バリコン(VC)直列、もう片方のブリッジに 100pF を直列接続したアンテナ端
子。アンテナの

インピーダンス

と VR・VC によ
り平衡条件が成

立すると、受信

機からノイズ音

が消える！アン

テ ナ 端 子 に

100pF を直列接
続して XC を浮
かせ、バリコン

だけで XL(＋ jX
成分)まで測定!!
すごいアイディ

ア。

(1997 頃にキッ
トを購入、20 年
以上経過してし

まったが 2019年
2 月、必要に迫
られて制作。シ

ンプルな回路だ

が、スゴイ !!!)



- 2 -

工作・校正：原典で ①弛張発振回路 2SA1015の Bに R＝ 470kΩ、②実装図 ANT端子
に 100pF 直列、等の記載が抜け、③回路図と実体配線図でコイルの CC”,BB”の位置が
異なっていた ため当初混乱、解説をよく読み込んで回路を理解すると OK。
問題解決も寺子屋キットのお楽しみ！

※コンデンサーの表示は、値が大きくなると誤差が大きくなる。

※カーボン抵抗器をつないで R メモリを校正した。値が大きくなるとノイズ音が小さく
なるが完全に消えない！ VC をわずかに動かすと OK!抵抗器にも若干 L・C があるよう

手書きで目盛りを書き込み、図書室から分けてもらってきたブックカバー用透明シールで

コーティング、完成。
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資 料：FCZ寺子屋キット＃ 231、FCZ誌 July1997

ショート・ブレイク：『一切れのパン』

学生時代(1985 年頃?)，秋葉原の某電気関係メーカーでアルバイトをしていました。

レコード店の棚が急激に CD に置き換わっていた時代です。帰りに必ずロケット(無線
機器ショップ)の Mizuho ショーケースをのぞき込んでは「も少し待ってろ、俺んとこ来
るまでは誰にも買われるなよ」とピコシリーズ(ハンディータイプの HF 無線機キット)に語り

かけるのが毎日の日課。ある日，背広ネクタイ姿の変なおじさん(失礼！)がショーケ

ースに息を吹きかけ，袖で磨いてます。「目を合わせないようにしよう･･･。」，目が

あってしまいました。いきなりこちらに駆けつけ，「宜しくねっ!」と一言，名刺を差
し出し去って行きました。こんな貧乏学生相手に･･･都会って変。

名刺をよく見てびっくり仰天，Mizuho 通信の髙田 OM ！キットメーカーの社長に

して各誌の電気回路や工作記事を執筆しているラジオ少年達の神様です･･･都会って

すごい!!。猛烈に感動した私は，ポケットにあったなけなしの￥ 5000 札で買える
Mizuhoブースの QRPパワー計を購入しました。
アパートに帰って｢しまった！｣給料まであと 7日，仕送りまであと 5日間，この間

を納豆数パックと食パン一斤でしのがなければなりません。食パンを冷蔵庫の上に飾

り｢いざとなったらこれがある｣と手をつけずに，水と納豆だけで食いつなぐこと４日

間。「高校か中学の教科書にこんなのがあったな，確か･･戦時中に強制収容所へ向か

うユダヤ人が列車の中から逃げるときに，パンと言われてわたされた木片の包みを胸

に生き延びる」印象的なストーリー。仕送り前夜，空腹に耐えかねて食パンを手にす

ると･･･中身だけが綺麗にネズミに食われて空っぽ･･･。親の有難味を思い，情けなく

も一人号泣。

数年ぶりに電子工作をした。老眼＆乱視と診断されてからご無沙汰していました。

今回の資料調べをしていたところ，当時の高田 OM の

名刺が出てきて思い出した一件が上記の学生時代です。

暗くなって恐縮ですが，高校生諸君には『生きてりゃ

何とかなるっ！』と言いたかったのです Hi。
2016.2.6 JA1AHM高田 OMはご逝去されました。WELZ
のパワー計とMX-14Sは今でも現役です。

ラジオ少年(爺)のお守り＆宝物 2019.2.末日
P.S.ネット上に，上記と同様の高田 OMとの出会いを書かれている方がおりました!思いは同じです。

学校の屋上に支柱をこっそり建てました。アンテナの製作・実験が楽しみ！

『我が輩は 太田一高物理部 である。部員 はまだ無い。』for 準備中 JA1YZT by JJ1TJK


